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2003.

31. 湧川隆次，小柴晋，渡里雅史，植原啓介，村井純．マルチホーム移動ネットワークの実現のための nemo

basic supportプロトコルの拡張．インターネットカンファレンス 2003論文集，October 2003.

32. Eiji Kawai, Youki Kadobayashi, and Suguru Yamaguchi. Efficient Network I/O Polling with Fine-

Grained Interval Control. In Proceedings of International Conference on Communications, Internet,

& Information Technology (CIIT2003), pp. 75–81, November 2003.

585

●
第
35
部

付
録



W
I

D
E

P
R

O
J

E
C

T
2

0
0

3
a

n
n

u
a

l
r

e
p

o
r

t
●第 35部 付録

ワークショップ（査読なし）
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3. 江藤博文，渡辺健次，只木進一，渡辺義明．大学における情報基盤整備の中核となる統合認証システム．

情報処理学会「分散システム／インターネット運用技術シンポジウム 2003」講演論文集，pp. 43–48,
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4. 中野瞳，堀良彰，河原一彦，平山善一，藤村直美．高品質な遠隔授業／会議システムにおける問題点と使

い勝手について．情報処理学会 第 44回プログラミングシンポジウム報告集，pp. 25–34, January 2003.

5. 佐藤純次，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．リモート・デバイス利用に関する汎用的なフレームワー

クの設計と実装．情報処理学会システムソフトウエアとオペレーティングシステム研究会，February 2003.

6. 佐藤純次，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．リモート・デバイス利用に関する汎用的なフレー

ムワークの設計と実装．情報処理学会研究報告書 2003，No. 92, February 2003.

7. 能城茂雄，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．異機種環境におけるディレクトリサービスを用いたユーザ管

理機構システムの提案．. 電子情報通信学会技術報告 2003，No. 14, pp. 31–34, February 2003.

8. 渡辺健次，田中千代美，大谷誠，近藤弘樹，日永田泰啓，只木進一，インターネットによるニュース配

信のための newsmlを用いたビデオライブラリシステムの開発．情報処理学会九州支部火の国情報シン

ポジウム 2003，pp. 17–23, March 2003.

9. 中村隆敏，山田成仙，山下利秀，緒方俊彦，溝口正昭，西村龍一郎，大谷誠，江頭広幸，田中久治，渡辺

健次，近藤弘樹．工業高校における ipv6 を用いたロボット遠隔操作の実証実験．情報処理学会第 65回

情報処理学会全国大会講演論文集（2003.3），March 2003.

10. 神谷弘樹，國司光宣，寺岡文男．リンク層情報を利用した高速ハンドオーバ支援機構の設計と実装．情

報処理学会第 65回全国大会講演論文集 分冊 5，pp. 99–102, March 2003.

11. 大岩拓馬，國司光宣，石山政浩，河野通宗，寺岡文男．Lin6に基づく network mobility protocolの設

計と実装．情報処理学会第 65回全国大会講演論文集 分冊 5，March 2003.

12. 田中康之，國司光宣，石山政浩，河野通宗，寺岡文男．Hlin6 の位置登録における認証機構．情報処理

学会第 65回全国大会講演論文集 分冊 5，March 2003.

13. 山本成一，江崎浩．アプリケーションレベルの遅延ジッタに注目したトラフィック特性の評価と応用に

関する研究．情報処理学会第 65回全国大会，pp. 5-83–5-86，March 2003.

14. 三川荘子，大江将史，加藤朗，大川恵子，村井純．Ipv6インターネット基盤を利用した遠隔教育環境の

実現．情報処理学会第 65回全国大会，pp. 5-115–5-118, March 2003.

15. 川西智也，中村素典，美濃導彦．メッセージ受信メディアの自動選択システム．電子情報通信学会 総合

大会 講演論文集 D-9-11, March 2003.

16. 佐藤彩子，河合栄治，藤川和利，砂原秀樹．個人の知識情報を対象とした情報発信・流通モデルの提案．

電子情報通信学会 第 14回データ工学ワークショップ DEWS2003，March 2003.

17. 藤村直美，平山善一．共同利用センターにおけるログイン名の自由化と重複について．国公立大学セン

ター情報システム研究会論文誌「大学情報環境システム環境研究」，Vol. 6，pp. 51–57，March 2003.

18. 瀧山真貴，平山善一，藤村直美．Unix運用支援システムについて．情報処理学会 分散システム／イン

ターネット運用技術研究会第 29回研究報告会 論文集，pp. 7–12, April 2003.

19. 江藤博文，田中芳雄，松原義継，只木進一，渡辺健次，渡辺義明．ディスクレス windows 端末による演

習室端末群の安定運用．情報処理学会分散システム／インターネット運用技術研究会 研究報告 No. 29，

pp. 19–24, April 2003.
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20. 河合栄治，門林雄基，山口英．多重化 I/Oの実行間隔制御におけるスケジュール操作による確定的なプロ

セッサ利用の実現．情報処理学会システムソフトウエアとオペレーティング システム研究会，May 2003.

21. 広渕崇宏，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．USBドライバスタックを拡張したリモートデバイ

ス利用方式．情報処理学会システムソフトウエアとオペレーティングシステム研究会，May 2003.

22. 河合栄治，門林雄基，山口英．ネットワークプロセッサ技術に関するサーベイ．電子情報通信学会 IA研

究会，May 2003.

23. 赤木永治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．動的なノード構成変化に適応した負荷分散可能な osの提案．

情報処理学会研究報告書 2003，No. 93, pp. 1–8, May 2003.

24. 広渕崇宏，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹，Usbドライバスタックを拡張したリモートデバイ

ス利用方式．情報処理学会研究報告書 2003，No. 93, pp. 41–48, May 2003.

25. 神谷弘樹，國司光宣，寺岡文男．リンク層情報を利用した高速ハンドオーバ支援機構の設計と実装．情

報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，pp. 1–4,

June 2003.

26. 田中康之，國司光宣，石山政浩，河野通宗，寺岡文男．Hlin6の中間ルータにおける認証機構．情報処

理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，pp. 549–552,

June 2003.

27. Ferry A. S., Hirofumi Eto, Makoto Otani, Kenzi Watanabe, and Shin ichi Tadaki. Strategies for

migrating to ipv6 in saga university. マルチメディア，分散，協調とモバイル（DICOMO2003）シン

ポジウム，June 2003.

28. 黄穎，多鹿陽介，中村素典，美濃導彦．ホームネットワークにおけるアプライアンスの相対位置と利用履歴

を活用したサービスの提示方式．情報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）

シンポジウム論文集，June 2003.

29. 田中康之，國司光宣，石山政浩，河野通宗，寺岡文男．Hlin6 の中間ルータにおける認証機構．情報処

理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，pp. 549–552,

June 2003.

30. 石山政浩，國司光宣，河野通宗，寺岡文男．Lin6における匿名通信の実現方法に関する一考察．情報処

理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

31. Ryuji Wakikawa, Masafumi Watari, Hiroki Matsutani, Koshiro Mitsuya, Thierry Ernst, Keisuke

Uehara, and Jun Murai. Demonstration system supporting host and network mobility. 情報処理学

会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

32. 渡里雅史，湧川隆次，村井純．Mobile ipv6混在ネットワークにおける経路最適化に関する研究．情報

処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

33. 植原啓介，湧川隆次，村井純．Ipトンネリングを用いた移動ルータのアーキテクチャに関する考察．情

報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

34. 松谷宏紀，湧川隆次，植原啓介，村井純．組み込み機器向けmobile ipv6プロファイルの設計．情報処

理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

35. 堀岡大輔，植原啓介，村井純．車載機 web環境へのコンテンツ配備に関する研究．情報処理学会 マル

チメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

36. 千葉周一郎，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．Mobile ad-hoc networkにおける名前解決手法に関する研

究．情報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June

2003.

37. 新井イスマイル，和泉順子，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．携帯情報端末における xml代理サーバによ

る属性情報管理機構の提案．情報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバイル（DICOMO2003）

シンポジウム論文集，June 2003.
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38. 市川本浩，赤木永治，新井イスマイル，中村豊，砂原秀樹．ボランティアによる運用を考慮した簡便で

可用性の高い認証管理ゲートウェイシステムの開発．情報処理学会 マルチメディア・分散・協調とモバ

イル（DICOMO2003）シンポジウム論文集，June 2003.

39. 江木啓訓，石橋啓一郎，重野寛，村井純，岡田謙一．議事録の協同作成に基づく対面議論への参加支援手

法．報処理学会 デジタル・ドキュメント研究会 第 40回第 7回研究報告会論文集，pp. 1–8，July 2003.

40. 生野徳彦．オーバレイネットワークを利用した小グループマルチキャストの実装と評価．情報処理学会

マルチメディア通信と分散処理 研究報告 No.113, 2003-DPS-113，pp. 81–86，June 2003.

41. 土井裕介，石田剛朗，斉藤賢爾，門林雄基．オーバーレイネットワーク間相互参照のための識別子空間．

電子情報通信学会 IA/PS合同研究会，July 2003.

42. 大江将史，櫨山寛章，門林雄基．階層型 ipトレースバック機構の評価．電子情報通信学会 インターネッ

トアーキテクチャ研究会 第 2回研究報告会，pp. 45–50. July 2003.

43. 安間健介，石山政浩，國司光宣，寺岡文男．多様な名前空間をサポートする移動透過性保証プロトコル

の実装と評価．情報処理学会 モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会第 25回研究報告会

論文集，pp. 25–32, July 2003.

44. 和泉順子，森島直人，砂原秀樹．ユビキタス環境におけるネットワーク資源提供モデルの提案．電子情

報通信学会技術研究報告 103，No. 196，pp. 51–58，July 2003.

45. 木村美恵子，藤田裕子，永田宏，伊藤篤，浅見徹，中川晋一，中村素典，木村朝子，武田隆久．メタデー

タ化による画像入力型簡易栄養計算システムの開発．第 44回人間ドック学会，August 2003.

46. 渡辺健次，林敏浩，角規彦，大谷誠，田中久治，岡崎泰久，林田行雄，近藤弘樹．高精細映像を利用した板

書型遠隔授業の到達点．教育システム情報学会第 28回全国大会講演論文集，pp. 155–156，August 2003.

47. 渡辺健次，相森豊徳．電子メール利用の学習過程のための電子メール配送制御システムの開発．教育シ

ステム情報学会第 28回全国大会講演論文集，pp. 251–252, August 2003.

48. 角規彦，江頭広幸，大谷誠，田中久治，岡崎泰久，林敏浩，渡辺健次，近藤弘樹．Dvts を用いた板書型

遠隔講義のための板書画像遠隔提示システムの実現と評価．平成 15年度電気関係学会九州支部連合大会

講演論文集，pp. 08-2P-18, September 2003.

49. 稲田龍，増田健作．Java jceを使った gpki対応パス認証／パス構築ライブラリィの試作．電子署名・認

証フォーラム 2003，pp. 193–201, September 2003.

50. 稲田龍．Docuworks 5.0に組み込まれた電子署名機能．電子署名・認証フォーラム 2003，pp. 203–209,

September 2003.

51. 宇多仁，小柏伸夫，永見健一，近藤邦昭，中川郁夫，篠田陽一，江崎浩．多重ルーティング型マルチホー

ムアーキテクチャの提案．電子情報通信学会技術研究報告 インターネットアーキテクチャ，pp. 49–54，

October 2003.

52. 渡辺林音，宇多仁，小柏伸夫，宇夫陽次朗，篠田陽一．ネットワークプロセッサを用いたmplsラベルスイッチ

ングルータの実装．電子情報通信学会技術研究報告インターネットアーキテクチャ，pp. 71–76, May 2003.

53. Shoko Mikawa, Jun Takei, Keiko Okawa, and Jun Murai. Distance learning environment for internet

developing areas using the satellite link. 信学技報 TECHNICAL REPORT OF IEICE SAT2003-118,

pp. 71–76, October 2003.

54. Takao Nakayama. A www server management support system. In 2003 NAIST COE International

Symposium — Ubiquitous Networked Media Computing —, pp. 19–20，October 2003.

55. Osamu Tobe. Study on the internet-based augmentation system for global navigation satellite sys-

tem. In 2003 NAIST COE International Symposium — Ubiquitous Networked Media Computing —,

pp. 21–22, October 2003.

56. 垣内正年，森島直人，砂原秀樹．KUPFフレームワークの実装と応用．情報処理学会研究報告2003-DSM-31,

pp. 61–66, November 2003.
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57. 広渕崇宏，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．IPデバイス空間実現に向けた USB over IPによ

るデバイス制御機構の提案．情報処理学会ユビキタスコンピューティング研究会，November 2003.

58. 広渕崇宏，河合栄治，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．Ipデバイス空間実現にむけた usb over ipによる

デバイス制御機構の提案．情報処理学会研究報告書，第 2巻，November 2003.

59. 中尾嘉宏，許先明，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．自由度の高い解析可能なネットワークトラフィック

計測システムの実現．電子情報通信学会技術報告，第 106巻，pp. 43–48, November 2003.

60. 田坂和之，川喜田佑介，和泉順子，羽田久一，砂原秀樹．インターネット上で実空間情報を収集・管理

するフレームワークの提案．情報処理学会研究報告 2003，No. 15, pp. 49–54, November 2003.

61. 藤井聖，中尾嘉宏，中村豊，藤川和利，砂原秀樹．フローを用いた特定トラフィック検出システムの運

用．情報処理学会研究報告 2003，No. 118, pp. 103–108, November 2003.

RFC

1. Richard Stevens, Matt Thomas, Erik Nordmark, and Tatuya Jinmei. Advanced Sockets Application

Program Interface (API) for IPv6, May 2003. RFC 3542.

Internet-Draft

1. Shinsuke Suzuki and Tatuya Jinmei. PIM upstream detection among multiple addresses, February

2003. draft-suz-pim-upstream-detection-00.txt.

2. Ryuji Wakikawa, Keisuke Uehara, Thierry Ernst, and Kenichi Nagami. Multiple Care-of Address

Registration on Mobile IPv6, February 2003. draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-00.txt.

3. Ryuji Wakikawa, Keisuke Uehara, Koshiro Mitsuya, and Thierry Ernst. Basic Network Mobility

Support, February 2003. draft-wakikawa-nemo-basic-00.txt.

4. Vasaka Visoottiviseth, Hiroyuki Kido, Yousuke Takahashi, and Noritoshi Demizu. Sender Initiated

Multicast (SIM), March 2003. draft-vasaka-xcast-sim-01.txt.

5. Fumio Teraoka, Masahiro Ishiyama, and Mitsunobu Kunishi. LIN6: A Solution to Mobility and

Multi-Homing in IPv6, June 2003. draft-teraoka-ipng-lin6-02.txt.

6. Stephen Deering, Brian Haberman, Tatuya Jinmei, Erik Nordmark, Atsushi Onoe, and Brian Zill.

IPv6 Scoped Address Architecture, June 2003. draft-ietf-ipv6-scoping-arch-00.txt.

7. Yasuhiro Morishita and Tatuya Jinmei. Common Misbehavior against DNS Queries for IPv6

Addresses, June 2003. draft-morishita-dnsop-misbehavior-against-aaaa-00.txt.

8. Vijay Devarapalli, Ryuji Wakikawa, Alexandru Petrescu, and Pascal Thubert. Nemo Basic Support

Protocol, June 2003. draft-ietf-nemo-basic-support-00.txt.

9. Ryuji Wakikawa, Keisuke Uehara, Thierry Ernst, and Kenichi Nagami. Multiple Care-of Address

Registration on Mobile IPv6, June 2003. draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-01.txt.

10. Vijay Devarapalli, Ryuji Wakikawa, Alexandru Petrescu, and Pascal Thubert. Nemo Basic Support

Protocol, September 2003. draft-ietf-nemo-basic-support-01.txt.

11. Keiichi Shima. Route Optimization hint option, October 2003. draft-shima-mip6-rohints-00.txt.

12. Motonori Nakamura and Jun ichiro Hagino. IPv6 SMTP operational experience in mixed IPv4/IPv6

environments, October 2003. draft-ietf-ngtrans-ipv6-smtp-requirement-07.txt.

13. Craig Metz and Jun ichiro itojun Hagino. IPv4 mapped address on the wire considered harmful,

October 2003. draft-itojun-v6ops-v4mapped-harmful-02.txt.

14. Craig Metz and Jun ichiro itojun Hagino. IPv4 mapped address API considered harmful, October

2003. draft-cmetz-v6ops-v4mapped-harmful-01.txt.

15. Glenn M. Keeni, Kazuhide Koide, Kenichi Nagami, and Sri Gundavelli. The Mobile IPv6 MIB,
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October 2003. draft-ietf-mip6-mipv6-mib-00.txt.

16. Pascal Thubert, Ryuji Wakikawa, and Vijay Devarapalli. Examples of basic Nemo usage, October

2003. draft-thubert-basic-usage-00.txt.

17. Ryuji Wakikawa, Vijay Devarapalli, and Pascal Thubert. Inter Home Agents Protocol (HAHA),

October 2003. draft-wakikawa-mip6-nemo-haha-00.txt.

18. Nicolas Motavont, Ryuji Wakikawa, Thierry Ernst, and Thomas Noel. Problem Statement for mul-

tihomed Mobile Nodes, October 2003. draft-montavont-mobileip-multihoming-pb-statement-00.txt.

19. Ryuji Wakikawa, Keisuke Uehara, Thierry Ernst, and Kenichi Nagami. Multiple Care-of Address

Registration on Mobile IPv6, October 2003. draft-wakikawa-mobileip-multiplecoa-02.txt.

20. Ryuji Wakikawa, Jari T. Malinen, Charles E. Perkins, Anders Nilsson, and Antti J. Tuominen.

Global Connectivity for IPv6 Mobile Ad Hoc Networks, October 2003.

draft-wakikawa-manet-globalv6-03.txt.

21. Susan Thomson, Thomas Narten, Tatuya Jinmei, and Hesham Soliman. IPv6 Stateless Address

Autoconfiguration, December 2003. draft-jinmei-ipv6-rfc2462bis-00.txt.

22. Thomas Narten, Erik Nordmark, William Simpson, Hesham Soliman, and Tatuya Jinmei. Neighbor

Discovery for IP version 6 (IPv6), December 2003. draft-soliman-ipv6-2461-bis-00.txt.

23. Yuji Nomura, Rod Walsh, Juha-Pekka Luoma, Hitoshi Asaeda, and Henning Schulzrinne. A Frame-

work for the Usage of Internet Media Guides, December 2003.

draft-ietf-mmusic-img-framework-02.txt.

学位論文

1. 植原啓介．移動体インターネットと自動車社会の協調システムアーキテクチャに関する研究．慶應義塾

大学大学院，政策・メディア研究科，January 2003.

2. 重近範行．実時間イベントにおけるコミュニケ－ション環境の設計．慶應義塾大学大学院政策・メディ

ア研究科，February 2003.

3. 竹井淳．通信衛星を用いたグローバルネットワークにおける識別子と経路制御に関する研究．慶應義塾

大学大学院政策・メディア研究科，February 2003.

4. 大江将史．分散型サービス妨害攻撃における攻撃ノード追跡手法に関する研究．奈良先端科学技術大学

院大学，情報科学研究科，March 2003.

5. Vasaka Visoottiviseth. Sender-Initiated Multicast for small group communications. Nara Institute

of Science and Technology, Graduate School of Information Science, March 2003.

6. Zhang Shu. Studies on Intra-Domain Routing Instability. Nara Institute of Science and Technology,

Graduate School of Information Science, March 2003.

7. 渡辺恭人．インターネットにおける地理位置情報管理手法に関する研究．慶應義塾大学大学院 政策・メ

ディア研究科，May 2003.

8. 神明達哉．次世代インターネットのアドレス管理手法に関する研究．慶應義塾大学大学院政策・メディ

ア研究科，July 2003.

9. Akimichi Ogawa. Design and Implementation of DV Based Video Transportation with Congestion

Control. Keio University, Graduate School of Media and Governance, November 2003.

10. Hidetaka Izumiyama. Harmonization of the Internet Environment with Satellite Communication

Technology. Keio University, Graduate School of Media and Governance, December 2003.

11. 和泉順子．インターネットにおける実空間情報の流通制御に関する研究．奈良先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，December 2003.
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修士論文

1. 三川荘子．インターネット環境の開発途上地域における高等教育協力手法の提案及び実証．慶應義塾大

学大学院，政策・メディア研究科，February 2003.

2. 若山史郎．Personal server modelに基づくセンサ情報管理機構の実現．慶應義塾大学大学院，政策・メ

ディア研究科，January 2003.

3. 山本成一．アプリケーションレベルの遅延ジッタに注目したトラフィック特性の評価と応用に関する研

究．東京大学大学院，情報理工学系研究科電子情報学専攻，February 2003.

4. 清原智和．アドホックマルチキャスト網の制御に関する研究．北陸先端科学技術大学院大学，情報科学

研究科情報システム学専攻，March 2003.

5. 小原理．視認性とプレゼンス性を両立させる遠隔講義映像の送受信方法．北陸先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，March 2003.

6. 渡邊林音．高速パケットフォワーディングエンジンアーキテクチャに関する研究．北陸先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，March 2003.

7. 佐藤純次．リモート・デバイス利用に関する汎用的なフレームワークの提案と実装．奈良先端科学技術

大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

8. 森部博貴．モバイル環境におけるサービス探索のためのダイナミックディレクトリエージェントの設計

と実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

9. 二ノ方一生．複数の誤り制御手法を利用したmotinjpeg2000ストリーミングの品質保証機構の実現．奈

良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

10. 寺田直美．ストリーミング配信サーバにおける管理支援に関する研究．奈良先端科学技術大学院大学，

情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

11. 戸辺論．インターネットを利用した gnss誤差補正情報配信システムにおけるサービス検索機構の設計と

実装．奈良先端科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

12. 千葉周一郎．Mobile ad hoc networkにおける名前解決手法に関する研究．奈良先端科学技術大学院大

学，情報科学研究科情報システム学専攻，February 2003.

13. 赤木永治．動的に再構成可能な分散処理環境のためのオペレーティングシステム．奈良先端科学技術大

学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，September 2003.

14. 佐藤彩子．個人の知識情報を対象としたコンテキストフリーな情報波及モデルの提案と実装．奈良先端

科学技術大学院大学，情報科学研究科情報システム学専攻，December 2003.

卒業論文

1. 生野徳彦．オーバレイネットワークを利用した小グループマルチキャストの実装と評価．慶應義塾大学，

理工学部情報工学科，February 2003.

2. 大岩拓馬．Lin6に基づくネットワークモビリティプロトコルの設計と実装．慶應義塾大学，理工学部管

理工学科，January 2003.

3. 田中康之．Hlin6 の位置登録における認証機構の設計と実装．慶應義塾大学，理工学部情報工学科，2003.

4. 神谷弘樹．リンク層情報を利用した高速ハンドオーバ支援機構の設計と実装．慶應義塾大学，理工学部

情報工学科，2003.

5. 安間健介．多様な名前空間をサポートする移動透過性保証プロトコルの実装と評価．慶應義塾大学，情

報工学科，February 2003.

6. 渡里雅史．Mobile ipv6混在ネットワークにおける経路最適化に関する研究．慶應義塾大学，環境情報

学部，January 2003.

7. 小柴晋．利用環境に応じた移動環境設定の統括的制御機構の提案．慶應義塾大学，総合政策学部，January

2003.
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8. 岡田耕司．Manetを用いた車車間マルチホップ通信環境の構築．慶應義塾大学，環境情報学部，January

2003.

9. 久松慎一．デバイス・ハブ構想．慶應義塾大学，総合政策学部，January 2003.
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